
2026 年 6 月 10 日 

門信徒 各位 

潮見寺門信徒会 会⾧ 平国寛己 

 

お盆行事についてのお知らせとご案内 
 

梅雨明けが待ち遠しいこの頃、門信徒の皆様におかれましては、如何お過ごしでしょうか。 

今年もお盆の準備を始める時期になりました。以下の通り、参詣のご案内を致します。ご一緒に、

精一杯のご供養を致しましょう。 

つきましては，参拝の際のマスク着用を推奨するとともに，発熱等の体調不良な方等の参拝は禁止

します。 

記 

1. 初盆者初盆法要 
と き  令和 8 年 8 月 13 日（木）14 日（金） 

初盆の御家庭に，日程調整など、別途お寺よりご案内致します。 

基本的に 2 家族ご一緒頂いてのお勤めにはなりますが，日頃のご法事の形

態で，本堂で勤修致します。 

2．潮見寺門信徒合同盆法要 
    と き  令和 8 年 8 月 14 日（金）午前 11 時 3０分～12 時 10 分 
    おつとめ 仏説観無量寿経作法 

初盆以外の方々にとっても，私共の先祖にとっても，お盆は大切な仏事です。 

 

3．納骨堂法要・総会 
     と き  令和 8 年 8 月 13 日（木）9 時～ 

●9 時から：第ニ願成閣➝願成閣（下）→ 願成閣（上） ＊讃仏偈 
●9 時 20 分頃から：本堂 ＊阿弥陀経 ⇒ 法話 

  ☞時間は進行状況でやや前後します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「お盆前寺掃除」 

 対象：寺役員と願成閣加入者、初盆者、その他ご協力いただける門信徒 

 とき：8 月 8 日（土）午前 8 時から 

 内容（ご無理のない範囲でご参加ください。） 

 寺役員・初盆者、その他ご協力くださる門信徒の皆さん ”本堂・庭掃除“ 

 願成閣加入者 ”閣内掃除“ 



伝道
無明長夜の灯炬なり 智眼くらしとかなしむな 

生死大海の船筏なり 罪障おもしとなげかざれ 

「智眼」とは、智慧の眼で、煩悩に対する言葉です。智慧の眼とは、物事をありのままに見ること
ができる仏さまの眼です。 

私たちは、自身の煩悩の故に、物事をありのままに見ることができません。色眼鏡をかけたかのよ
うに、自分勝手なものの見方をしてしまうことがあります。身の回りの出来事を自分の得手勝手に判
断して、自分で自分を苦しめていることがあります。周りの人々を、自分の好き勝手に判断して、悪
い人だとレッテルを貼ったりしてしまいます。その人の悪口を吹聴したり、陰口をたたいたりするこ
とがないとは言えません。これでは智眼とはいえません。「智眼くらし」です。けれども、このことを
悲しむことはないと諭していただいているのです。 

また、私たちは、知らず知らずのうちに、態度や言葉で、自分の近くにいる大切な人を傷つけてし
まっているかもしれません。まさに「罪障おもし」です。けれども、このことを嘆くことはないと諭
していただいているのです。 

親鸞聖人晩年の著『一念多念文意』に、「『凡夫』といふは、無明煩悩われらが身にみちみちて、欲
もおほく、いかり、はらだち、そねみ、ねたむこころおほくひまなくして、臨終の一念にいたるまで、
とどまらず、きえず、たえず」と記されます。無明煩悩が臨終の一念まで消えることはないというの
です。この世の命を閉じていく、その最後の最後の瞬間まで、煩悩はなくならないというのです。 

この世に生きている限り、私たちは智眼になることはありません。罪障がなくなるわけでもありま
せん。けれども、このような私を悲嘆することはないと諭していただいているご和讃でした。有り難
いですね。 
 
 
「やはりお通夜は必要です」 
 「一日葬」というものが流行しているみたいです。 
 お通夜をせずに葬儀だけですませる。これも最近の、葬儀の簡略化の、一つの形態のようです。 
 昨年の秋のことですが、こんなことがありました。年老いたお母さんの臨終が間近に迫っているの
で、葬儀をどうしようかという、娘さんからの相談でした。 
 「どうせ毋のお葬式には誰も来ないと思います。私と弟夫婦の３人だけです」 
 そこで葬儀社の方から、お通夜をしない一旦葬を勧められたのだけれど、住職としてどう思うかと
いう、そんなお尋ねだったのです。 
 実は、私は一日葬のお葬儀を勤めたことがありませんでした。それで通夜を除いて、いきなり導師
として葬儀を執り行う様子を、あれこれと想像してみたのですが、そうするとどうしても死者を弔う
プロセスの、非常に大切な部分が欠けてしまうように思いました。 
 結局、私の意見を取り入れてくださって、通夜、葬儀という通常の形となったのですが、後日、娘
さんから、「やっぱりお通夜をしてよかった」という報告がありました。 
 お通夜に思いがけず、仲のよかった同級生が駆けつけてくれて、その夜は遅くまで、お母さんの思
い出話をして過ごしたと言われるのです。 
 そうです。お通夜とは、明日は火葬されていくという、大事な夜であり、だからこそ精いっぱい思
い出話ができる場所なのです。 
 いろいろな事情はあるのかもしれませんが、安易に一日葬にすると、それがなくなるのです。（Ｓ） 

 


